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【背景】光学クローキングとは、物体があったとしても光学的に物体のない自由空間として振る

舞う現象である。過去の可視光域のクローキングの報告は、複屈折を利用したもの[1]や中心を避

けるようにプリズムで光を屈折させるもの[2]と特殊な光学系が多い。ロチェスター大学は、レン

ズのみを使用する簡単な構成の近軸光線光学クローキングを報告した[3]。光学系内で部分的に平

行光になるため、長距離化も実現できることに我々は注目した。 

現在、街中で多用されているカーブミラーの欠点は、距離が遠くなると像が極端に小さくなっ

てしまうため、近距離のみでしか使用できないことである。したがって、カーブミラーが使用で

きない長距離で、近軸光線光学クローキングを使った装置の実用の可能性があると考えた。 

【設計方法】基本的な構成を Fig.1に示した。実際に道路に設置されているカーブミラーに後付け

することを考え、凸面鏡を配置した。文献[3]のクローキングの定義をもとに、近軸光線クローキ

ング光学系として働く焦点距離を求めた。また、クローキングの特性からレンズの口径が視野に

影響することがわかっていたため、口径を大きいフレネルレンズを用いた。 

【結果】Fig. 2はクローキングが実際に起きた領域を示し、Fig. 3は光軸から角度をつけて覗いた

際の視野の範囲とその移動を表している。Fig. 2より、クローキングが起こることが確認できた。

また、Fig. 3より、角度が 3度ほどの範囲で対象物を見ることが可能であることがわかった。 
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